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【研究費】 

科研費 
平成 27 年度 科学研究費助成事業 学術研究助成基金助成金（若手(B)） 

難治性パニック障害に対する新規心理療法の開発研究と効果検証 

研究代表者：井野敬子 

全体：403 万円（直接経費：310 万円、間接経費：93 万円） 

 

平成 26 年度 科学研究費助成事業 学術研究助成基金助成金（基盤研究(C)） 

パニック障害併存症に対する認知行動療法の効果予測因子 

研究代表者：小川成、研究分担者：井野敬子（エフォート 10%）、近藤真前 

全体：468 万円（直接経費：360 万円、間接経費：108 万円）、本人受領分：10 万円 

 



 

 

4 

4 

平成 28 年度 厚生労働省科学研究費 （精神-一般-003） 

こころの健康づくりを推進する地域連携のリモデリングとその効果に関する政策研究 

研究代表者：金 吉晴 研究分担者：山之内芳雄、三島和夫、神尾陽子、井野敬子 
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子どもの心的外傷関連障害治療プログラムの多機関における効果検証と応用に関する研究  

研究代表者：亀岡 智美 研究分担者：齋藤 梓、友田 明美、八木 淳子、岩垂 喜貴 、井野敬子 

全体 1690 万円 (直接経費 : 1300 万円、間接経費 : 390 万円) 本人受領分：30 万円 

 

平成 3１年度 科学研究費助成事業 学術研究助成基金助成金（若手研究） 

難治性パニック障害の予後予測因子解明と発達特性にマッチした修正型心理療法の開発 

研究代表者：井野敬子 4,16 万円 (直接経費: 3,20 万円、間接経費: 96 万円) 

 


